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米国会計基準採用の有無   無 

 

１．15年３月期の連結業績（平成 14年 ４月 １日～平成 15年 ３月 31日） 

(1) 連結経営成績 

 売上高 営業利益 経常利益 

 
15年３月期 
14年３月期 

百万円   ％
29,227    （ 0.7）
29,031    （△4.4）

百万円   ％
992    （ 71.8）
577    （△55.2）

百万円   ％
1,026   （ 65.8）
619   （△52.3）

 

 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

株主資本
当期純利益率

総 資 本 
経常利益率 

売 上 高
経常利益率

 
15年３月期 
14年３月期 

百万円   ％ 
521   （ 51.1） 
345   （△50.4） 

円  銭
47   02  
33   50  

円  銭
－  － 
－  － 

％
4.2    
2.8    

％ 
4.0     
2.3     

％
3.5    
2.1    

(注)①持分法投資損益      15年３月期      －百万円   14年３月期      －百万円 

②期中平均株式数（連結）  15年３月期  10,304,370株     14年３月期  10,307,705株 

③会計処理の方法の変更   無 

④売上高、営業利益、経常利益、当期純利益におけるパーセント表示は、対前期増減率 
 
(2) 連結財政状態 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

 
15年３月期 
14年３月期 

百万円 
25,961          
25,994          

百万円
12,572         
12,359         

％ 
48.4       
47.6       

円   銭
1,216   77    
1,199   04    

(注)期末発行済株式数（連結）   15年３月期  10,301,700株     14年３月期     10,307,500株 
 
(3) 連結キャッシュ･フローの状況 

 
営業活動による 
キャッシュ・フロー 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高 

 
15年３月期 
14年３月期 

百万円 
1,897         
1,158         

百万円
△825       
△1,426       

百万円 
△309         
160         

百万円
3,755       
2,993       

 
(4) 連結範囲及び持分法の適用に関する事項 

連結子会社数   １社   持分法適用非連結子会社数   －社   持分法適用関連会社数   －社 
 
(5) 連結範囲及び持分法の適用の異動状況 

連結 (新規)   －社   (除外)   －社    持分法 (新規)   －社   (除外)   －社 
 
２．16年３月期の連結業績予想（平成 15年 ４月 １日～平成 16年 ３月 31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 
中間期 
通  期 

百万円
15,480           
30,540           

百万円
672           
1,142           

百万円
363            
605            

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 55円 10銭 

  
上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る

本資料の発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後の様々な要因によって異なる

結果となる可能性があります。 


